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複雑性尿路感染症に対する6059-Sの 臨床的応用

藤村宣夫 ・前林浩二 ・淡河洋一 ・黒川一男

徳島大学泌尿器科

(主任:黒 川 一 男 教授)

徳島大学泌尿器科に人院中の複雑性尿路感染症 患者22例 に6059-Sを 投与し。臨床的検討を行な

った。

1) 投与方法は1回19を 朝夕2団(1例 のみ0.59を 朝夕2回),5日 間,one shot静 注

または点滴静注した。

2) 臨床効果は22例 中,著 効3例,有 効13例,無 効6例 で有効率は72,7%で あった。

3) 細菌学的効果は30株 中,消 失20株(66.7%),存 続10株(33.3%)で あ った。主要菌種

についてみると S.marcescens は10株 中 消失7株, P.aeruginosa は6株 中 消失2株,K.

pnewnoniae は5株 中 消 失4株,E.coliの3株, Enterobacter sp. の2株 はいずれ も消失した。

4) 副作用は1例 も認められなか うた。

以上の結果より,泌 尿器科領域の複雑性 尿路感染症における6059-Sの 有効性 ならび安全性が確認

され た。

は じ め に

6059-Sは 塩野義製薬株式会社において研究,開 発された新

親化学療法剤で下記のような特異的な化学構造式を有している。

本剤 の特徴は,そ の抗菌力 において,既 存のペニ シリン,セ

フ ァロスポ リン剤と比べて グラム陰性桿菌に対 して極 めて強力

であり, S.marcescens はい うに及ばず, P.aeruginosa ま

で抗菌スペクトラムが 拡大されていることにある1)。

そこで,わ れわれは,尿 路に基礎疾患をもつ泌尿器科領域の

複雑性尿路感染症を対象にして本剤を使用し,有 効性とま全性

の検討を行なったのでその成績を報告する。

I. 対象および投与方法

対 象は1979年3月 か ら1979年11刀 までの間に

徳島大学 泌尿器科に入院していた複雑性 尿路感染症を有

す る22例 で,疾 患の内訳は下 部尿路感染症8例(膀 胱

炎6例,前 立腺床炎2例),上 部 尿路感染症(腎 盂腎

炎)14例 である。なお,22例 の基礎疾患は前立腺肥大

症7例,腎 結石5例,前 立腺癌,神 経因性膀胱各2

例,膀 胱癌,尿 管結石,膀 胱尿管逆流,膀 胱腔瘻,後 腹

膜腫瘍,子 宮癌各1例 であ った。

性別は男子15例,女 子7例 で,年 令は16才 から

80才 まで(平 均53才)で あった。

投与方法 は1回19(1例 のみ0.59)を 朝夕2回

(1日29),one shot静 注(20%糖 液20mlに 溶解)

または点 滴静注(5%キ シリ トールまたは電解質液200

mlに 溶解)し,日 数は5日 間とした。

効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)に 準 じて,

著効,有 効,無 効の3段 階にて行なった。

II. 臨 床 成 績

1) 慢性複雑性下部尿路感染症(Table 1)

8例 の うち,著 効1例,有 効5例,無 効2例 で有

効率(著 効 ＋有効)は75%で あった。

膀胱炎で無効の2例 は,と もに P.aeruginosa,S.

marcescens による混合感染症であった。

2) 慢性複雑性上部尿路感染症(腎 盂腎炎)(Table 2)

14例 の うち,著 効2例,有 効8例,無 効4例 で有

効率は71.4%で あ った。 ,

なお,無 効の4例 はすべて留置カテーテル症例(腎

瘻2,経 尿道2)で あった。

以上,下 部,上 部尿路感染症の成績をまとめると22

例の うち,著 効3例,有 効13例,無 効6例 で総合有

効率は72.7%で あった(Table 3)。

また,UTI薬 効評価基準による疾患病態群別の 有効

率は,単 独感染例 で93.3%,混 合感染例で28.6%で

あ り,留 置カテ ーテル症例(10例)で は60%で あった

(Table 4)。
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3) 細菌学的効果(Table 5)

6059-S投 与前に分離 された30株 中,消 失 したもの

20株(66.7%),存 続 したもの10株(減 少1,不 変9)

であ った。

菌種別 では,S.marcescensは10株 中 消失7,存

続3,P.aeuuginosa 6株 中 消失2,存 続4,K.pneu-

moniaeは5株 中 消失4,存 続1,E.coliの3株 と

Enterobacter sp.の2株 はすべて消失 し,P.vulgaris

とP.putidaの 各1株 も消失 したが,S.faecalisの2

株は存続 した。

4) 副作用(Table 6)

副 作用については,自 ・他覚症状が認め られた ものは

1例 もな く,臨 床検査値で も血液像,肝 ・腎機能検査で

本剤の影響 と考え られるような異常変動は全 くみられな

か った。

6059-S投 与前にS-GOT,S-GPTが 異常を示 した症

例13,21,S-GOTの み異常を示 した症例12お よび

S-GPTの み異常の症例20は,い ずれ も投与終 了直後

には低下 してお り,同 様にBUNが 異常を示 した症例

2,3,9,18,20,21に おいて も本剤の影 響と考え ら

れ る増悪例はなか った。

III. 考 按

6059-Sは 塩野義製薬研究所において開発された 新規

化学療法剤で化学構造上の特異性 もさることなが ら,抗

菌力,抗 菌スペク トラムにおいて も従来のセ ファロスポ

リン,セ ファマイシン系抗生物質に比べて趣を異 にして

いる。 つまり,in vitroの 成績ではグ ラム陽性球 菌には

CEZ,CMZ,PIPCに やや劣 るが,グ ラム陰性桿菌に対

してはCMD,CTM,CMZ,PIPCに 比べてはるかに強

力な抗菌力を示 し2,3),こ とにindole positive Proteus,

S.marcescens,さ らに比較的他剤の弱点であったEn-

terobacter sp.,Citrobacterに まで抗菌スペ ク トラムが及

び,P.aeruginosaに 対 しても 尿路感染症では有効菌種

にな りうる程である3)。

したが って,わ れわれは本剤のす ぐれた特徴を臨床の

場で充分に検討するために対象疾患を慢性複雑性尿路感

染症 に限定 し,な かでも比較的感染症 として重症度の高

い症例をで きるだけ多 く選ぶよ うに心がけて投与 した。

投与方法は0.5gを 朝夕2回,one shot静 注 した

1例 を除 いて,そ の他はすべて,19を 朝夕2回(1日

2g)点 滴静注あるいはone shot静 注を行なった。

まず,有 効率についてみると,上 部尿路感染症(腎 孟

腎炎)は75%,下 部尿路感染症(膀 胱炎 ・前立腺床炎)

は71.4%で 両者に差はな く,全 体では72.7%と 極め

て高 い 有効 率が 得 られ,複 雑性尿路感染症 に お け る
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Table 5 Bacteriological response

Table 6 Laboratory findings
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6059-Sの 有効性が確認された。

病態群別の 効果では 単独感染群 は15例 中,著 効3

例,有 効11例,無 効1例 で93.3%と 単純性尿路感

染症の成績を思 わせ るよ うな高い有効廓を示 したが,混

合感染群では7例 中,有 効2例,無 効5例 で28,6%

の有効率 にとどまった。 これは本剤が投与 された混合感

染7例 のうち4例(症 例5,20,21,22)は 尿路感染

症重症度を軽症 ・中等症 ・重症の3段 階に分けると,い

ずれ も重症に属す る症例であ り,無 効の5例(症 例5,

6,20,21,22)の うち3例(症 例5,6,22)はP.

aeruginosaを 含む混合感染症例であ ったことに起因 して

いるよ うであ り,P.aeruginosaに 対 するin vitroの 抗

菌力か らみて 投与量を 増量すべ きで あろうと 推察 され

た。

しかし,S.marcescensで は10株 中7株 が陰性化

し,臨 床効果で も60%の 有効率が得 られたことはS.

marcescensの 分離頻度の 高 い入院患者の 複雑性尿路感

染症4⊃に明 るい見通しを与えて くれるものと確信できた。

投与量 については1例 を除 く21例 に1日29の

投与を行な ったためdose responseの 検討はできなか

ったが,単 独感染症例 では1日29の 投与で満足すべ

き効果が得 られた。 その反面,混 合感染症例では分離菌
ま

種も考慮した上で適正投与量の検討が今後も必要である

と考え る。

副作用では22例 中,自 ・他覚症状の出現 したものは

な く,ま たS-GOT,S-GPT,BUNに ついては,6059-

S投 与前か ら異常を認めたものが{シGOT,S-GPTの

2例,S-GOTの み1例,S-GPTの み1例 および

BUN 5例 あ ったが,い ずれ も投与維 了後に本剤の影響

によると考え られる異常変動(増 悪)は みられなかった。

以上,泌 尿器科領域における 慢性複維性尿路感染症

22例 に6059-Sを 使用した結果,本 剤の有効性,安 全

性 および有用性が確認 され,満 足すべ き成績であった。
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CLINICAL STUDIES ON 6059-S IN COMPLICATED URINARY

TRACT INFECTION

NOBUO  FUJIMURA,KOOJI MAEBAYASHI,YOOICHI AGA and KAZUO KUROKAWA

Department of Urology.School of Medicine,Tokushima University

(Director:Prof.KAZUO KUROKAWA)

6059-S was administrated twice a day to 22 cases with chronic complicated urinary tract infection at

the daily dosage of 1 g or 2 g for 5 days by intravenous infusion.

Clinical results were excellent in 3(13.6%),moderate in 13(59.1%)and poor in 6(27.3%),with the

effectiveness rate of 72.7% clinically.

In bacteriological results,there was eradication of the isolates in 20(66.7%),and persistence in 10

(33.3%) out of 30 strains.
No side effects were observed in this series.


